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日本列 島に居住 す る人類集 団の頭 蓋形 態の地理的および 時代的 変異に関 し
て は,こ れ まで主 として頭蓋計測値 について詳細に分析 され,そ の成果 に基
いて 日本 人の成立 をめ ぐる様 々な学説が提 出 されてい る。 しか し,頭 蓋非計
測形 質を用いた この種の研究 は,少 数の集 団を対象 とした山口,百 々らの論
文をみ るにす ぎない.申 請論文 は,頭 蓋非計測形質の出現 頻度の集団比較か
ら,こ の 問題 を全国的規模で検討 した ものであ る。
申請 者は,近 畿,北 陸,南 西諸島,樺 太,朝 鮮半島,中 国の現代人,西 日
本 古墳時 代人,縄 文時代 人の頭蓋 骨1126に ついて,30項 目の非計測形質の出
現 頻度 を集 団ご とに求 め,次 いで,東 北,関 東,北 海道,朝 鮮半 島,中 国,
モ ーコの現 代人6集 団の デー タを文献か ら引用 し,計 ユ4集団の関係 を単変
量および多変量的 に解析 した。
申請者 は,最 初に 日本列島および近隣地域 の現代人集団の地理 的変異 を取
り上げ,本 州 の各集 団は比較 的 よくま とまるが,東 日本 と西日本の間に地域
差が存在 す ること,南 西諸島は沖縄 奄美 と先島の2集 団に分れ,沖 縄 奄
美集団 は本州現代人 に近いが,先 島集 団は本州 ともまた沖縄 奄美 とも遠 く
離 れ る特異 な集団であ ること,北 海道 と樺太 は ともにア イヌ独 自の特徴 を示
しなが ら,樺 太 は縄 文時代人に類似す る北海道よ りも,本 州 や大陸 の現代人
集 団に近い ことな どを明 らかに し,樺 太集団が過 去に大陸集団か ら遺 伝的影
響 を受 けた可能性が高い と推論 してい る。 また・大陸の朝鮮半島・中国・モ
ーコの3集 団 は互に近いが,中 で は朝鮮半島集 団が本州 日本人 に最 も類似す
ることを示 してい る。
次 に,申 請者は時代的 変異 を検討 し,縄 文時代人 と現代 日本 人 は遠 く離れ・
古墳時 代人 はその中間に入 るが・近隣諸 集団 を比較 に加 え ると,西 日本古墳
時代人は現 代 日本人 以上に朝鮮半 島集 団 に近 く,ま た渡 来系弥生人 とみ られ
てい る北部 九州の金隈集 団 とも類似す ることを示 し,西 日本で は古墳時代ま
で に朝鮮半島か らの渡 来人の体質が優勢 にな っていた可能性 を示唆 してい る。
さらに縄 文時代の地方差 に触 れ,同 一遺跡の男女差は きわめて小 さく,渥 美
半島の3遺 跡の縄 文人集 団は相互に近 く,吉 備地方の2集 団は これ とは遠 い
が,と くに津雲集団 は地域 的に近 い太 田集 団か らも離れ,縄 文人集 団 として
は特異 な存在で あるこ とを見 出してい る。
以 上,申 請者が明 らか にした 日本列島におけ る頭蓋非計測形質の地理的,
時代的変異 は,頭 蓋計測値 による従来の結果 と多 くの点で一致す る。 また,
両者が一致 しない場合 も,そ れ は従来の知見 を再検 討す るのに有 効であ り,
頭蓋の非計測形質 が計測 データとともに日本人の成 立の問題 を解明 す る重要
な手掛 りにな りうる ことが示 され てい る。
遭
氏 名 毛 利 俊 雄
(論 文 審査 の 結 果 の要 旨)
人骨 の研 究 は計 測 値 を扱 うオ ス テ オ メ トリー と,非 計 測形 質 を対 象 と す る
研究 に大 別 され るが,古 くか ら研究 の 主流 を占 め て き たの は オ ステ オ メ ト リ
ーで あ る。1970年 代 以 降,人 骨 と くに頭蓋 骨 の非 計 測 形 質 に よる集 団 間 変異
の 研 究 が 急 増 した が,そ れ は こ の 分野 に 多 変 量解 析 法 が導 入 され るよ うに な
ったた め で あ る。 日本 で も明治 以 来,頭 蓋計 測 値 を用 い た研 究 は枚 挙 に い と
ま ない が,非 計測 形 質 に つい て集 団 比較 を行 った研 究 は2,3に とど ま って い
る。 申請 論 文 は 日本 列 島 お よび大 陸 の 現 代人,西 日本 古 墳 時 代 人,縄 文時 代
人 な ど多 数 の 集 団相 互 の 関 係 を頭 蓋 非 計測 形 質 に つ い て検討 し,こ の 地 域 の
地 理 的,時 代 的 変 異 の 実 態 を 明 らかに す る と と もに,そ の要 因 を 考 察 した 最
初 の 論 文 とし て注 目 され る。
申請 者 は,最 初 に 参考 論 文1で 明 らか に した頭 蓋 非 計 測形 質 の 性差,年 齢
差,形 質 問 の相 関,左 右 相 関 など につ い て再 検 討 した結 果,性 差 と左 右相 関
を考慮 して 各集 団 の形 質 出 現 頻 度 を側 単 位 で算 出 す る と ともに,各 集 団 の男
女 をそれ ぞ れ独 立 の集 団 とし て扱 って い るが,こ の 手 続 きは慎 重か つ 適切 で
あ る。
申請 者 が 明 らか に した現 代 人 の 地 域 変 異 の うち最 も注 目に 値 す るの は,樺
太 集 団 が ア イ ヌ固有 の特 徴 を保 持 し なが ら,北 海 道 集 団 に く らべ,よ り本 州
躰 人に近い老い う指摘 である・申請者は調 々の形質の出購 について'
これ ら3集 団害大陸の現 代人集 団 と比較 す るとともに,頭 蓋 計測値に よる従
来の研究結果を 引用 し,樺 太集 団 と本州集団 との類似 が・ ともに過去 に受 け
た大陸か らの遺伝的効果 を反映す るもの と推論 してい るが・ この解釈 は妥当
で あ り,説 得 力に富んで いる。 また・縄 文後晩期人の地域差 に関 しても興味
深 い新知見がえ られ てい る。
時代 的変異に関 して、 申請老 は縄文時代 人 と現代本州人 との 間に西日本古
墳人が位置す るこ とを示 してい るが,こ れ は従来の頭蓋計測値によ る成果 を
裏づ けた もの である。 しか し・朝鮮半 島集 団 との比較で・ 申請者 は西 日本古
墳人が渡来系集団 と認め ちれ る北 九州の金隈弥生人 とともに現代本州人以 上
にそれに近いという結果姿え鵡 て、、るが酒 躰 韻 人 と朝辮 島集団と
の この ような強い類似 は,頭 蓋計測 値の比較で は発見 で きなか った もの で あ
り,申 請論 文の最 も重要 な成果 であ る。申請者 は大陸集団 との混血の効果 が,
頭 蓋の非計測形質で は急速 に発現 したの に対 し,計 測値では緩慢 で あ ったた
めに,西 日本古墳 人頭蓋 がモザ イク的形態 を示すに至 ったのではないか と推
論 してい るが,こ れ は今後の問題提起 として重要であ る。
以上,申 請者が 明 らか にした成果 は,こ の分野の研究の発展 に新 しい観点
し侵
か ら大 きく寄与鎚 もの と評価す ることがで きる。
よって,本 論文 は理学博士の学 位論文 として価 値あ るもの と認め る。
なお,主 論文及び参考論文 に報告 され ている研究 業績 を中心 とし,こ れ に





人 類 集 団 の 系 統 関 係 を 解 明 す るに あ た って重 視 さ れ て き た人 骨 の 研 究 は 、計 測 値 を取
り扱 う オ ステ オ メ トリー と 、非 計 測 形 質 の研 究 に大 別 で き る。 両 者 の うち 、 オ ス テ オ メ
トリー は 、 方 法 の 基 準 が い ち早 く確 立 さ れ 、 さ らにデ ー タの 処 理 に つ いて も生 物 統 計 学 、
と くに 多 変 量 解 析 法 が 開 発 さ れ た こ と に よ って 常 に人 骨 研 究 の 主 流 を 占め て きた(た と
えば 、HOWELLS、1973)。
これ に対 して 、非 計 測 形 質 の 研 究 は 、大 部 分 が 出 現 頻度 の 記 載(た と えば 、Akabori
、1933;Murphy、1956)と、 個 々の 形 質 の頻 度 に よ る集 団 比 較(た と えば 、Dixon、19
04;Ashley-Montagu、1933;大西 、1940、1941;Riesenfeld、1956)にと ど ま り、 複 数
の 非 計 測 形 質 を用 い た定 量 的 な 集 団 比 較 の 開 始 は い ち じ る し く立 ち遅 れ て い た 。
非 計 測 形 質 の研 究 に 、 は じめ て 多 変 量 解 析 に 近 い取 り扱 いが 行 な わ れ る よ うに な っ た
の は1967年 の こ とで あ る(Berry&Berry、1967;Yamaguchi、1967)。以 後 の非 計 測
形 質 に よ る集 団 比 較 の 研 究 に 大 きな 影 響 を与 え たBerryandBerry(1967)は、集 団 比
較 に お け る非 計 測 形 質 の長 所 と して 、性 差 、 年 齢 差 、 形 質 問 の 相 関 が な いの で比 較 の 手
順 が 簡 単 な こ と を 指 摘 し、 非 計 測 形 質 と計 測 形 質 は独 立 で 、非 計 測 形 質 の ほ うが 、 計 測
形 質 に く らべ よ り よ い遺 伝 的 分 化 の 指 標 を 与 え る と主 張 した 。 しか し、 こ のBerryand
Berry(1967)の 主 張 は完 全 に 受 け入 れ られ た と は い え ず 、 む し ろそ の す べ て の 論 点 に
つ い て 批 判 を受 け た と い っ て よ い。 た とえ ば 、 非 計 測 形 質 の遺 伝 性 が 計 測 形 質 の 遺 伝 性
に勝 る も の で は な い と い う批 判(た とえ ば.Rightmire、1972;Corruccini、1974;Ca
rpen七er、1976;Sjovold、1984)も少 な くな く、 非 計 測 形 質 と計 測 形 質 との 独 立 性1こ
対 す る批 判(た と え ば 、Bennet七 、1965;Corruccini・1976;Carpen七er・1976;Rich
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tsmeiereta1.、1984)も多 い 。 し か し 、BerryandBerry(i967)以後 、 非 計 測 形 質
に よ る 集 団 比 較 の 研 究 は 急 増 し(た と え ば 、Ke日ockandParsons、1970a、b;Corr
uccini、1972;Righ七mire、1972;Berry、1974;Dodo、1974;Zegura、1975;Palo
minoe七a1.、1977;Ossenberg、1976、1977;BaumaandCrawford、1978;Kaulet
al.、1979;Rothhammereta1.、1984;SciulliandSchneider、1985)、集 団 比 較
に さ い し て は 、 計 測 値 と 非 計 測 形 質 の 両 面 か ら 論 じ る 必 要 が 生 じ た 。
こ の 百 年 間 あ ま り 日 本 の 人 類 学 の 焦 点 を な し て き た 、 日本 人 の 起 源 、 成 立 の 問 題 に 関
す る 多 数 の 骨 学 的 研 究 で は 、 小 金 井(1904、1924)に よ る縄 文 人 骨 と北 海 道 ア イ ヌ 人 骨
の 類 似 性 の 指 摘 、 清 野(1949)に よ る 膨 大 な 古 人 骨 の 発 掘 ・研 究 、 鈴 木(Su2uki、1969
)に よ る 関 東 地 方 南 部 に お け る 人 骨 の 連 続 的 な 時 代 的 変 化 の 指 摘 、 あ る い は 、 金 関(19
76)に よ る 土 井 ケ 浜 、 三 津 な ど 北 九 州 ・山 口 地 方 に お け る 長 身 ・高 顔 の 弥 生 人 骨 の 発 掘
な ど 、 日 本 人 の 起 源 ・成 立 に か ん す る 見 方 に 大 き な 影 響 を あ た え た 研 究 の 多 くは 、 主 と
し て オ ス テ オ メ ト リ ー に よ る も の で あ っ て 、 非 計 測 形 質 に よ る研 究 は 、 山 口(Yamaguc
hi、1967)に よ る ア イ ヌ 、 現 代 日 本 人.オ ー ス トラ リ ア 原 住 民 の 比 較 、 百 々(Dodo、19
74、1975)に よ る 北 海 道 ア イ ヌ 、 北 部 本 州 和 人 、 江 戸 時 代 人 の 比 較 な ど 少 数 の 研 究 に 限
ら れ て い る 。 本 研 究 で は 、 頭 蓋 骨 の 非 計 測 形 質 の 出 現 率 を 用 い て 日 本 列 島 お よび 周 辺 地
域 の 諸 集 団 を 比 較 し 、 そ の 結 果 え ら れ た 集 団 間 の 近 遠 関 係 に 基 づ き 、 日 本 列 島 諸 集 団 の
地 理 的 お よ び 時 代 的 変 異 を 検 討 す る 。
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資料
日本 お よび 日本 周 辺 の12集 団 に属 す1126個 体 の 成 人 頭 蓋 を観 察 した(表1)。12集 団
の 内 訳 は縄 文 時 代 の 貝 塚 集 団5、 古 墳 時 代 西 日本 集 団1、 お よび 現 代 の集 団6で あ る。
縄 文5集 団 の うち 、 太 田 は縄 文 中 期 、 吉 胡 、 稲 荷 山 、 保 美 、津 雲 は後 晩 期 に属 し、 太
田 、 津 雲 は 吉 備 地 方 に、 他 の3遺 跡 は渥 美 半 島 に所 在 す る。 保 美 を のぞ く4貝 塚 の 頭蓋
は清 野 謙 次 に よ っ て発 掘 さ れ(清 野 、1969)、 清 野 コ レク シ ョンの 一 部 と して京 都 大 学
理 学 部 自然 人 類 学 研 究 室 に収 蔵 さ れ て い る。 保 美貝 塚 の 資 料 は 小 金 井 良 精 らに よ って収
集 さ れ 、 東 京 大 学 総 合 研 究 資 料 館 に 保 管 さ れ て い る(遠 藤 ・遠 藤 、1979)。
西 日本 古 墳 集 団 の 頭 蓋 は清 野 謙 次 と池 田次 郎 に よ って 、主 と して 西 日本 の 各 地 か ら収
集 さ れ 、 現 在 、 京 都 大 学 理 学 部 自然 人 類 学 研 究 室 に 保 管 され て い る(清 野 、1938;城 、
1938a、b,;池 田 、1983)。
現 代6集 団 の うち 、 近 畿 集 団 と北 陸 集 団 の 頭 蓋 は そ れ ぞ れ 、 京 都 大 学 と金 沢 大 学 の解
剖 学 教 室 の 解 剖 屍 体 に 由来 す る もの で 、 これ らの 頭 蓋 に つ いて は 、性 ・年 齢 が 記 録 され
て い る。 近 畿 集 団 頭 蓋 の 出身 地 は京 都 、 大 阪 、 滋 賀 、 兵 庫 、 奈 良 、和 歌 山 、 三 重 の7府
県 、 北 陸 集 団 頭 蓋 の 出 身 地 は石 川 、 富 山 、 福 井 の3県 で あ る。
沖 縄 。奄 美 集 団 の 頭 蓋 は 、奄 美 諸 島 と沖 縄 本 島 で三 宅 宗 悦 、 中 山英 司 らに よ って 収 集
され 、 現 在 、 京 都 大 学 理 学 部 自然 人 類 学 研 究 室 に清 野 コ レ ク シ ヨン の一 部 と して 保 管 さ
れ て い る(清 野 、1949)。
樺 太 ア イ ヌ集 団 の頭 蓋 は 、 樺 太 の 南 東 海 岸 に 位 置 す るア イヌ の 小 村 、魯 礼 の 墓 地 で 清
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野 に よ り1923年 に 発 掘 さ れ 、 清 野 コ レ ク シ ョン の 一 部 と な って い る。 清 野(1949)は 、
埋 葬 の 時 期 を18世 紀 終 末 か ら20世 紀 初 頭 まで の 問 と推 定 して い る。
朝 鮮 ・中 国 集 団 の 頭 蓋 は朝 鮮 出 身 者 の 解 剖 屍 体(京 都 大 学 と金 沢 大 学 の解 剖 学 教 室)
の 頭 蓋 と 中 国 東 北 部(満 州)撫 順 付 近 よ り収 集 さ れ 、 清 野 コ レク シ ヨン の一 部 とな って
い る中 国人 頭 蓋 を 含 む(清 野 、1949)。
先 島集 団 の 頭 蓋 は宮 古 島 の 狩 俣 ・長 墓 と西 表 島 の 南 風 見 の 近 世 古 墓 で 調 査 され た(池
田 、1974;Tagaya&lkeda、1976)。先 島 集 団 に つ い て は 、 他 集 団 で 観 察 され た30形 質
の うち19形 質 しか観 察 で きな か っ た 。
直 接 観 察 に よ る これ らの 集 団 のデ ー タ以 外 に 、18形 質 に つ い て本 研 究 と判 定 基 準 の 一
致 す る百 々(Dodo、1974)の 北 海 道 ア イ ヌa(男 性 、75;女 性 、56)、 北 海 道 ア イ ヌb
(男 性 、31;女 性 、25)、 東 北(男 性 、56;女 性 、29)、 関 東(男 性 、74;女 性 、21)
の 現 代 人4集 団 、 お よび11形 質 に つ い て 判 定 基 準 の ほ ほ1一致 す る大 西(1940、1941)の
朝 鮮(男 性 、236;女 性 、102)、 中 国(男 性 、84;女 性 、17)、 モ ー コ(男 性 、141
;女 性 、71)の 現 代 人3集 団 のデ ー タ を比 較 に 加 え た。
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方法
頭 蓋 骨 の 非 計 測 小 変 異 形 質30項 目 に つ い て 観察 を 行 な っ た(表2)。 非 計 測 形 質 の 選
択 は31形 質 を用 い た毛 利(Mouri、1976)に準 じた が 、 古 人 骨 で は多 くの場 合 、 観 察 困
難 な 縫 合 外 前 節 骨 孔 、 横 後 頭 縫 合 残 存 と 、1例 も 出 現 しな か っ た ブ レグ マ骨 を 除外 し、
角 前 切 痕 欠 如(以 下 、 角 前 切 痕 と よぶ)と イ ンカ 骨 を 加 え た 。30形 質 の うち 、 口蓋 隆 起 、
メ トピズ ム 、 ラ ム ダ 骨 、 イン カ 骨 は正 中 形 質 と して.残 る26形 質 は両 側 性 形 質 と して扱
い 、 正 中 形 質 の 頻 度 は、 頭 蓋 を 単 位 と して(頭 蓋 頻 度)、 両 側 性 形 質 の 頻 度 は頭 蓋 の側
を単 位 と して(側 頻 度)求 め た 。
集 団 比 較 は 、 単 変 量 お よび 多 変 量 に つ い て 行 な っ た。 多 変 量 に よ る比 較 は 、非 計 測 形
質 の 頻 度 に基 づ く平 均 形 質 差(Soka1&Snea七h、1963)、い わ ゆ るシ テ ィー ・ブ ロ ッ ク
距 離 を算 出 し、 この 平 均 形 質 差 の 行 列 を用 い て 計量 多 次 元 尺 度 分 析(渡 ・岸 、1981)を
行 な っ た 。 な お 、Smi七hの 平 均 分 化 尺 度(MMD)に よ る比 較 も 同 時 に 行 な った が 、 平
均 形 質 差 に よ る結 果 と よ く一 致 した の で 省 い た 。
非 計 測 形 質 を用 い て 集 団 比 較 を行 な う際 に問 題 とさ れ る、 形 質 頻 度 の性 差 、 年 齢 差 、
形 質 問 の 相 関 、 お よび 両 側 性 形 質 の 側 問相 関 な どの 有 無 と程 度 に つ い て は 、本 研 究 で 使
用 した 集 団 中 、 頭 蓋 数 が も っ とも 多 い現 代 近 畿 地 方 日本 人 集 団 を も ち い て検 討 さ れ た結
果 が 、 す で に報 告 さ れ て い る(Mouri、1976)。そ の結 果 は 、 形 質 頻 度 の性 差 、 年 齢 差 、
形 質 問 の相 関 は い ち じ る し くな い が 、 両 側 問 の 相 関 は大 部 分 の 両 側 性 形 質 で有 意 で あ る
と い う も の で あ った 。
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しか し、古 人 骨 を 含 む 集 団比 較 は 、 こ の結 論 に全 面 的 に基 づ いて 検 討 で き る とは 限 ら
な い 。 以 下 に 述 べ る理 由 に よ り、 本 研 究 で は 、 形 質 頻 度 の年 齢 差 と形 質 問 の相 関 は無 視
す るが 、 形 質 頻 度 の 性 差 を考 慮 して 、 多 変 量 に よ る集 団比 較 に あ た っ て は 、 な るべ く男
女 の 一 括 を さ け 、 両 側 性 形 質 に つ い て は 側 頻 度 を用 い た 。
形 質 頻 度 の 年 齢 差 を無 視 す る理 由 は.成 人 頭 蓋 に お け る形 質 頻 度 の年 齢差 が全 体 と し
て 大 き くな い こ と(Akabori、1933;Corruccini、1974;Perizonius、1979)、お よび 一
本 研 究 で は 、近 畿 、 北 陸 の 現 代 人 集 団 を 含 め 、老 齢者 の 頭 蓋 を と くに多 く含 む 集 団 が 用
い られ て い な い こ と で あ る。
次 に 、 形 質 問 の 相 関 を 考 慮 しな い理 由 は 、有 意 の 相 関 が 眼 窩 上 孔 と眼 窩 上 神 経 溝 との
問(Yamaguchieta1.、1973;Dodo、1975;Mouri、1976)など、 い くつ か の 形 質 間
に認 め られ るが 、 こ れ らの 有 意 な相 関 は 、多 次 元 尺 度 分 析 に よ る次 元 の 寄 与 率 に は多 少 、
影 響 を 与 え る と して も 、 そ れ は集 団 の 位 置 づ け に大 き く影 響 しな いか らで あ る。
一 方 、 現 代 近 畿 地 方 日本 人 の検 討(Mouri、1976)では 、大 部 分 の 両 側 性 形 質 の側 間
相 関 が 有 意 で あ る こ とか ら、両 側 性 形 質 に つ い て は 、頭 蓋 頻 度 に よ る集 団 比 較 が のぞ ま
しい と論Uら れ た が 、 本 研 究 で は 側 頻 度 を 使 用 した。 そ の第1の 理 由 は 、縄 文 人 骨 な ど
保 存 状 態 の悪 い資 料 に 頭 蓋 頻 度 を使 用 す る と 、資 料 数 が極 度 に減 少 す る こ とで あ る。 第
2の 理 由 は 、 側 頻 度 の ほ うが 頭 蓋 頻 度 に く らべ 観 測 の 正 確 度 が 高 い こ とで あ る。 な ぜ な
らば.側 頻 度 は 、 そ の 形 質 が両 側 と も 観 察 可 能 な場 合 に は.各 個 体 あ た り左 右 の 観 察 に
基 づ いて 計 算 さ れ て い る の で 、 表 現 型 分 散 の うち 特 殊 環 境 分 散 が 半 減 され 、 観 測 の正 確
度 が 高 くな る(Falconer、1960、pp.142-149.)からで あ る。 な お、 側 頻 度 の使 用 に
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対 す るKorey(1980)やMcGrathe七al.(1984)によ る生 物 学 的 な 批 判 は 、両 側 性 形 質
の両 側 出 現 と偏 側 出現 の 問 に遺 伝 的 な差 が 明 らか に で きな い こ とか ら側 頻 度 の 使 用 を批
判 して い るが 、 頭 蓋 頻 度 を使 用 す べ き積 極 的 な 根 拠 を 明 らか に して い な い。
つ ぎ に 、 非 計 測 形 質 の頻 度 の 性 差 につ い て 、近 畿 地 方 現 代 日本 人 の み を用 い た 前 回 の
検 定(MOURI、1976)では 、5%レ ベ ル で有 意 な 性 差 が み い だ さ れ た形 質 は 、31形 質 の
うち 、 わ ず か に翼 上 骨(女 性 的)、 ア ス テ リオ ン小 骨(男 性 的)、 翼 棘 孔(男 性 的)の
3形 質 だ け で あ った 。 近 畿 集 団 で は有 意 な 水 準 に達 しな か った 形 質 の 性 差 が 、 近 畿 以 外
の 集 団 に も一 貰 して 存 在 して い る か ど うか を確 か め るた め に 、 今 回 は、 多 数 の 分 割 表 を
同 時 に 分 析 す る コ ク ラ ン法(Everi七t、1977)を 用 い て 検 討 した。 こ の検 定 に用 い た 集
団 の 数 は形 質 に よ って 異 な る が 、8な い し13集 団 で あ る。 側 頻 度 を使 った性 差 の検 定 で
は 、30形 質 の うち 男 性 に多 い 口 蓋 隆 起 、 ラ ム ダ 小 骨 ・ 入 字 縫 合 小 骨 、 前 後 頭 穎 結 節 、頭
頂 切 痕 小 骨 、 外 耳 道 骨 腫 、 翼 棘 孔 の7形 質 と、 女 性 に多 い角 前 切 痕 欠 如 、 メ トピズ ム 、
フ シ ュケ 孔 、 翼 上 骨 、 卵 円 孔 、前 頭 側 頭 連 結 、 穎 管 の7形 質 の 計14形 質 に5%レ ベ ル で
有 意 な 性 差 が 見 い だ さ れ た 。側 を 単 位 と した検 定 で は 、 第1種 の統 計 的 過 誤 を犯 し・ 本
来 、 有 意 で な い性 差 を 有 意 と して い る可 能 性 も あ るの で 、 両 側 性 形 質 に完 全 な 両 側 間 の
相 関 を仮 定 す る や や 厳 しす ぎ る基 準(Perizonius、1979)を採 用 し、 観 察 数 と出現 数 を
2で 割 って 検 定 して も 、角 前 切 痕 欠 如(女 性 的)、 頭 頂 切 痕 小 骨(男 性 的)、 翼 棘孔
(男 性 的)、 穎 管(女 性 的)の4形 質 をの ぞ く10形 質 で は 、 や は り5%レ ベ ル で 有 意 な
性 差 が 否 定 で きな い(表2>。 有 意 な 性 差 を も つ 形 質 の 数 は ・ 前 回 の31形 質 中3形 質 か
ら、 今 回 の30形 質 中14形 質(あ る い は 、少 な くと も10形 質)へ と大 き く増 加 した の で あ
一一7一
る 。 しか も 、 前 回 、 性 差 が有 意 で あ った3形 質 に つ い て 、 今 回 の 結 果 を み る と、性 差 の
方 向 は3形 質 の す べ て で 一 致 して い るが 、 有 意 性 に つ い て は 、 翼 上 骨 に つ い て の み一 致
し、 ア ス テ リオ ン 小 骨 の 性 差 は 今 回 の 検 定 で は有 意 で な く、翼 棘 孔 の 性 差 は厳 しい基 準
で は 有 意 水 準 に達 しな い。 した が っ て 、 有意 な 性 差 を も つ 形質 数 の 増 加 はみ か け以 上 に
大 き い。
この 結 果 か ら、非 計 測 形 質 の性 差 は実 際上 、無 視 で き る とい うBerryandBerry(19
67)、KellockandParsons(1970a)、Cossedduetal.(1979)らの 主 張 は 認 め ら
れ ず 、 や は り、Corruccini(1974)ら の 主 張 す る よ う に両 性 の 混 合 は一 般 に 好 ま し くな
い こ とが 示 され た.た しか に 、偶 然 性 か ら期 待 さ れ る以 上 に有 意 な性 差 が あ るか ら と い
っ て 、 両 性 混 合 資 料 の 使 用 が 常 に集 団 比 較 の結 果 を 大 き くゆ が め る とは 限 らな い と い う
見 解(Berry、1975)もあ る。 また 、 比 較 す る集 団 問 の 差 が 相 対 的 に性 差 よ りも大 きけ
れ ば 、性 差 を 無 視 し う る と も い え る。 しか し・ 性 差 を度 外 視 して両 性 を混 合 す る と、 集
団 問 の差 と性 差 の 相 対 的 な 大 き さ と い っ た生 物 学 的 に 興 味 深 い情 報 も失 わ れ て し ま う。
本 研 究 で は 、破 損 が 著 しい た め に性 判 定 が 困 難 な頭 蓋 が 多 い保 美 貝 塚 以 外 の集 団 に つ い
て は.形 質 頻 度 を 男 女 別 々に 算 出 し一 多 変 量 に よ る集 団比 較 に お い て は 、 この保 美 貝 塚
と頭 蓋 数 が 少 な く、 保 存 状 態 も 悪 い稲 荷 山 貝 塚 をの ぞ く集 団 の 男 女 は そ れぞ れ独 立 に 取




表3、4に30項 目の 非 計 測 形 質 の 頻 度 を示 す 。 表5に は先 島標 本 に つ い て19形 質 の 頻
度 を 示 す 。 判 定 基 準 が 一 致 す る形 質 につ い て は 、 百 々(Dodo,1974)の 北 海 道 ア イ ヌa
(北 海 道 北 東 部)、 北 海 道 ア イヌb(北 海 道 南 西 部)、 東 北 、 関東 の デ ー タ(表6)、
大 西(1940、194Dの 朝 鮮 、 中 国 、 モ ー コ のデ ー タ(表7)を 加 え.繁 雑 を さ け るた め
男 女 一 括 の 頻 度 を用 い て 、 主 な非 計 測 形 質 に つ い て 比 較 す る 。
1。 眼 窩 上 孔 の 頻 度 は縄 文(8.73%)、 ア イヌa(15.9%)、 ア イヌb(17.0%)で
低 く、 他 の集 団 で は す べ て30%を 超 え.先 島(33.3%)、 近 畿(36.6%)、 関 東(36.8
%)、 北 陸(41.4%)、 東 北(41.8%)、 古 墳(42.6%)、 沖 縄 ・奄 美(44.1%)、 朝
鮮 ・中 国(47.1%)の 順 に増 加 して い る 。大 西 の朝 鮮(46.2%)、 中 国(46.5%)、 モ ー
コ(49.8%)に つ い て は 外 側 前 頭 孔 の 頻 度 で代 用 した の で ・ こ れ ら3集 団 の 眼 窩 上 孔 の
頻 度 は 、 実 際 に は外 側 前 頭 孔 を欠 き内 側 前 頭 孔 を も つ 側 の 比 率(数%を こえ な い と思 わ
れ る)だ け高 くな る は ず で あ り、本 研 究 の 朝 鮮 ・中 国 の 頻 度(47.1%)を や や 超 え る程
度(50%前 後)と 思 わ れ る。
2。 角 前 切 痕 の 頻 度 は 女 性 で 有 意 に高 い が 、男 女 を一 括 す る と樺 太 ア イヌ(22.1%)、
縄 文(且3.0%)、 朝 鮮 ・中 国(8.96%)で 高 く、沖 縄 ・奄 美 、北 陸 、 古 墳 、 近 畿 で は 低
い(0～2.14%)。 こ の形 質 の 性 差 は 、 縄 文 人 で と くに大 き く、 縄 文 女 性 の 角 前 切 痕 を
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欠 く下 顎 骨 に き ゃ し ゃ な 印 象 を 与 え る も の が 多 い 事 実 と 符 合 す る 。
3。 縫i合 外 乳 突 孔 の 頻 度 は 沖 縄 ・奄 美(80.4%)か ら北 陸(66.4%)、 樺 太 ア イ ヌ
(65.3%)、 縄 文(63.5%)、朝 鮮 ・中 国(62.0%)、 古 墳(58.1%)、 先 島(43.0%)
、 近 畿(40.0%)へ と 順 次.低 下 す る 。
4.鱗 状 縫 合 小 骨 の 頻 度 は 、 古 墳(2.35%)と 縄 文(3.28%)で は 低 く、 北 陸(23.5
%)、 朝 鮮 ・中 国(20.7%)、 沖 縄 ・奄 美(20.6%)で は 高 い 。 近 畿(7。61%)と 樺 太
ア イ ヌ(9.33%)は そ の 中 間 の 頻 度 を 示 し て い る 。
5.眼 窩 上 神 経 溝 の 頻 度 は 、 古 墳(6.90%)で も っ と も 低 く、 ア イ ヌa(10.4%)、
縄 文(12.8%)、 ア イ ヌb(14.1%)が こ れ に つ ぐ 。 本 州 の 近 ・現 代 人 で は15か ら25%
の 頻 度 を 示 し 、 樺 太 ア イ ヌ(27。0%)で は 、 こ れ よ りわ ず か に 高 い 。 朝 鮮 ・中 国(33.9
%)と 沖 縄 ・奄 美(35.9%)で は30%を こ え て い る 。 眼 窩 上 神 経 溝 の 頻 度 は 、 眼 窩 上 孔
の 頻 度 と 集 団 問 で も 相 関 す る 傾 向 を し め い し て い る が 、 古 墳 集 団 で は 両 形 質 の 頻 度 の 差
が 大 き い 。
6.口 蓋 隆 起 の 頻 度 は 男 性 で 有 意 に 高 い が 、 男 女 を 一 括 す る と樺 太 ア イ ヌ(65.0%)
で も っ と も 高 く、 朝 鮮 。中 国(51.6%)、 北 陸(44.8%)、 沖 縄 ・奄 美(38.3%)、 縄
文(33.8%)、 近 畿(32.8%)、 古 墳(25.4%)と 低 く な り、 先 島(6.35%)で も っ と
も 低 い 。
7.メ ト ピ ズ ム の 頻 度 は 女 性 で 有 意 に 高 い が 、 男 女 を 一 括 す る と 、 出 現 し な い 樺 太 ア
イ ヌ(0%)か ら北 陸(2.16%)、 ア イ ヌa(2.33%)、 先 島(3.57%)、 沖 縄 ・奄 美
(5.08%)、 朝 鮮(5.44%)、ア イ ヌb(5.45%)、 モ ー コ(5.74%)、 中 国(6.93%)
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、 関 東(8.42%)、 古 墳(9.00%)、 近 畿(9.24%)、 東 北(9.41%)、 朝 鮮 ・中 国
(9.68%)、 と 増 加 し 、 縄 文(13.3%)では10%を 超 え 、 樺 太 ア イ ヌ と 縄 文 は 分 布 の 両
端 に 位 置 し て い る 。
8.下 顎 隆 起 の 頻 度 は 、 縄 文(44.9%)、 樺 太 ア イ ヌ(41.2%)で は40%台 、 古 墳
(37.2%)、 北 陸(35.4%)、ア イ ヌa(31.8%)、 近 畿(31.5%)で は30%台L沖 縄
・奄 美(26.7%)、 ア イ ヌb(26 .1%)、 関 東(24.7%)、東 北(20.1%)で は20%台 、
朝 鮮 。中 国(16.7%)で は10%台 を 示 し て い る 。
9。 ラ ム ダ 小 骨 の 頻 度 は 男 性 で 有 意 に 高 い が 、 男 女 を 一 括 す る と.樺 太 ア イ ヌ(0%)
、 ア イ ヌb(0%)、 ア イ ヌa(0.77%)で は0%、 ま た は そ れ に 近 く 、 関 東(3.16%)
、 東 北(5。06%)、 縄 文(5.17%)でも 低 い 。 近 畿(7.04%)、 古 墳(7.32%)、 先 島
(7.87%)、 北 陸(8.96%)、沖 縄 ・=奄美(9.80%)で は 中 程 度 で 、 朝 鮮 ・中 国(15.2
%)で は 高 い 。 ラ ム ダ 小 骨 と メ トピ ズ ム の 集 団 間 の 出 現 バ タ ー ン は や や 類 似 して い る が 、
メ ト ピ ズ ム の 頻 度 が 女 性 に 高 い 傾 向 を も つ の に 対 して 、 ラ ム ダ 小 骨 の 頻 度 は 男 性 に 高 い
傾 向 が あ る 。
10。 フ シ ュ ケ 孔 の 頻 度 は 女 性 で 有 意 に 高 い が 、 男 女 を 一 括 す る と 北 陸(42.6%)、 近
畿(42。0%)、 沖 縄 ・奄 美(40.8%)では40%台 、 縄 文(32.1%)では30%台 、 朝 鮮 。
中 国(29.0%〉 、 東 北(27.1%)、関 東(25.0%)、 先 島(22.3%)、 樺 太 ア イ ヌ(22
vfl%)で は20%台 、 古 墳(16.2%)、朝 鮮(15.8%)、 ア イ ヌb(15.7%)、 中 国(15
.O%)、 ア イ ヌa(14.7%)、モ ー コ(11.3%)で は10%台 で あ る 。
11.二 分 舌 下 神 経 管 の 頻 度 は ア イ ヌb(27.4%)、 樺 太 ア イ ヌ(25.6%)、 ア イ ヌa
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(19.6%)で は 高 い が 、 他 の 集 団 で は.大 西 の 朝 鮮 、 中 国 、 モ ■・…コ を 含 め、13.1%(縄
文)か ら6.03%(古 墳)ま で の 比 較 的 狭 い 範 囲 に 納 ま っ て い る 。
12.人 字 縫 合 小 骨 の 頻 度 は 男 性 で 有 意 に 高 い が 、 男 女 を 一 括 す る と大 西 の モ ー コ(36
.1%)、 中 国(41.2%)、朝 鮮(41.4%)と 先 島(46 .6%)を 除 く す べ て の 集 団 で50%
を 超 え.そ の 中 で は 、 低 い ほ う か ら古 墳(53.6%)、 樺 太 ア イ ヌ(56.1%)、 縄 文(65
.0%)、 沖 縄 ・奄 美(67.1%)、北 陸(68.5%)、 近 畿(71.7%)と並 び 、 朝 鮮 ・中 国
(81.1%)で も っ と も 高 い 。
13.前 後 頭 穎 結 節 の 頻 度 は 男 性 で 有 意 に 高 い が 、 男 女 を 一 括 す る と 樺 太 ア イ ヌ(25.8
%)、 近 畿(22.9%)、 朝 鮮 ・中 国(20.8%)で は20%を こ え.他 の 集 団 で は12.3%
(縄 文)か ら7.89%(古 墳)の 問 に 入 り 、10%前 後 の も の が 多 い 。
14.頬 骨 後 裂 の 頻 度 は ア イ ヌa(29.1%)で も っ と も 高 く、 縄 文(24.1%)、 モ ー コ
(20.3%)、 中 国(18.7%)、朝 鮮(17.6%)の 順 に 低 下 し ・ 他 の 集 団 で は12.1%(ア
イ ヌb)か ら7.23%(古 墳)ま で の 比 較 的 狭 い 範 囲 に 分 布 し て い る 。
15。 頭 頂 切 痕 小 骨 の 頻 度 は 男 性 で 有 意 に 高 い が 、 男 女 を 一 括 す る と 朝 鮮 ・中 国(43.5
%)で も っ と も 高 く 、 先 島(36.0%)、 近 畿(35.0%)、 北 陸(31.2%)、 古 墳(31.1
%)、 樺 太 ア イ ヌ(30.7%)で は30%台 ・ 沖 縄 ・奄 美(28.6%)、朝 鮮(23.4%)、 東
北(23.4%)、 関 東(23.2%)、 縄 文(20.8%)で は20%台 、 中 国(19.6%)、 ア イ ヌ
a(15.7%)、 ア イ ヌb(15.7%)、 モ ー コ(12.5%)で は10%台 を 示 し て い るnこ の
形 質 に つ い て は 、 観 察 者 間 の 判 定 基 準 の 不 一 致 も 疑 わ れ る 。
16。 イ ン カ 骨 は 樺 太 ア イ ヌ 、 朝 鮮 ・中 国 で は 出 現 し て い な い 。 他 の 集 団 の 頻 度 は8.24
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%(縄 文)か ら2.41%(北 陸)ま で の 問 に 入 る。
17。 後 頭 乳 突 縫 合 小 骨 の 頻 度 は 、35.0%の 沖 縄 ・奄 美 、10%前 後 の 中 国(9.41%)と
モ ー コ(11.7%)を の ぞ き、 他 の 集 団 で は20%に 近 い 。
18.頭 頂 孔 の 頻 度 は 、大 西 の 朝 鮮 、 中 国 、 モ ー コ を含 む す べ て の 集 団 で50%を こ え.
54.7%(先 島)か ら77.2%(北 陸)ま で の 範 囲 に分 布 す る。
19.翼 上 骨 の頻 度 は女 性 で 有 意 に 高 いが 、 男 女 を一 括 す る と中 国(8.59%)で も っと
も 低 く、縄 文(ll.8%)、 ア イ ヌb(16.2%)、 モ ー コ(17.5%)、 樺 太 ア イ ヌ(18.0
%〉 、朝 鮮(18.5%)で は10%台 、 他 の9集 団 で は20%台 を 示 して い る。
20。 棘 孔 と連 絡 す る卵 円 孔(以 下 、 卵 円 孔 と よぶ)の 頻 度 は 女 性 で 有 意 に高 いが 、 男
女 を一 括 す る と樺 太 ア イヌ(7.89%)を 除 く集 団 で は5%を 超 えな い。
21.労 穎 突 起 の 頻 度 は樺i太 ア イ ヌ(12.5%)、 沖 縄 ・奄 美(11.5%)以 外 の 集 団 で は
10%以 下 で あ る。
22。 外 耳 道 骨 腫 は男 性 で 有 意 に 高 く出 現 す る傾 向 を も って い るが 、沖 縄 ・奄 美 、先 島 、
朝 鮮 ・中 国 、樺 太 ア イヌ 、 東 北 に は 出 現 しな い。 そ の他 の 集 団 で も ア イ ヌb(5.56%)
以 外 で は 、 男 女 一 括 の頻 度 は5%に 達 しな い。 縄 文(4.59%)は 、 ア イ ヌbに つ い で 高
い 頻 度 を 示 す が 、 こ れ は太 田貝 塚 男 性(15/31、48.4%)にお け る例 外 的 に 高 い頻 度 に
よ る も の で あ る。
24。 内 口蓋 管 の 頻 度 は ア イ ヌb(17.0%)、 ア イ ヌa(13.5%)、 近 畿(10.5%)、
朝 鮮 ・中 国(10。2%)で は10%を 超 え 、 沖 縄 ・奄 美(7.92%)、 関 東(5.85%)、 樺 太
ア イ ヌ(5.33%)、 古 墳 く5.11%)、 縄 文(4.57%)、 東 北(3.01%)、 北 陸(2.99%)
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と低下する。
26。 顎舌骨神経溝骨橋の頻度 はアイヌa(15.1%)の みで10%を 超える。
28。 翼棘孔の頻度は男性で有意に高いが、男女を込みにすると北海道アイヌ(ア イヌ
a、4.37%;ア イヌb、5.32%)以 外の集団では3%を 超えない。
っぎに、形質頻度か らみた各集団の特徴を、主 として近畿現代人を基準にして、検討
する(図1)。 比較集団は、30形 質のすぺてが観察された北陸、沖縄 。奄美、樺太アイ
ヌ、朝鮮 ・中国の現代人4集 団と縄文時代人集団、西 日本古墳時代人集団の計6集 団で、
比較には男女合計の頻度を用 いた、
北陸現代人は6集 団のなかで、近畿地方人にもっとも類似した非計測形質の出現バター





































内口蓋管、棘孔の10項 目である。 したがって、非計測形質か らみた場合、古墳時代人は、
近畿現代人が縄文時代人に対するより、より縄文時代人に近 く、縄文時代人が近畿現代









共通 してデー タのある形質は、すべて使用 した。
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1>30形 質 に よ る20集 団 の 比 較
30項 目 の 形 質(表3、4)が 観 察 で きた吉 胡 、津 雲 、 太 田、 古 墳 、近 畿 、北 陸 、 沖縄
・奄 美 、樺 太 ア イヌ 、朝 鮮 ・中 国 の 男 性 お よび 女 性 と男 女 を一 括 した稲 荷 山 、保 美 の計
20集 団 を 用 いて 全 体 的 な 傾 向 を み る。
平 均 形 質 差(表8)を み る と、 縄 文 集 団 の うち 渥 美 半 島 の4集 団 は相 互 に も っ とも近
く、 そ れ に 次 い で 、 古 墳 、近 畿 、 北 陸 の 男 女 、朝 鮮 ・中 国 の女 性 に近 い。 津 雲 、太 田 の
4集 団 は 、 どの 集 団 か らも 、 ま た.相 互 に も遠 いが 、 そ の な か で は渥 美 半 島 の4集 団 に
や や 近 い 。 古 墳 人 は 津 雲 、太 田 の 男 女.沖 縄 ・奄 美 の 男 性 とは 遠 いが 、 そ れ 以 外 の 集 団
と は 、 そ れ ほ ど遠 くな く、 な か で も近 畿 、北 陸 の 男 女 とは近 い。 近 畿 、 北 陸の 男 女4集
団 は 、相 互 に も っ と も近 く、 つ い で 古 墳 、朝 鮮 ・中 国 の男 女 、 沖 縄 ・奄 美 の 女 性 に近 い
が 、 津 雲 、 太 田 の男 女 、沖 縄 ・奄 美 、樺 太 ア イヌ の 男 性 、吉 胡 の 女 性 と は遠 い。 沖 縄 ・
奄 美 は 、 ほ とん どす べ て の 集 団 に 対 して 、男 性 は 遠 く、 女 性 は近 いが 、 男 女 をな らす と 、
北 陸 に も っ と も近 く、 次 い で朝 鮮 ・中 国 、近 畿 に近 い 。樺 太 ア イ ヌ に と くに近 い集 団 は
な いが 、比 較 的 近 い の は北 陸 、朝 鮮 ・中 国 、近 畿 、 古 墳 で あ る。 朝 鮮 ・中 国 は北 陸 、 近
畿 に 、 次 い で 沖 縄 ・奄 美 、古 墳 に 近 い が 、縄 文 人 、 と くに太 田 、 津 雲 と は遠 い 。
多 次 元 尺 度 分 析 に よ っ て え られ た第112次 元(図2>を み る と、 主 と して第1次 元
(寄 与 率 、30.1%)に よ っ て 、比 較 した20集 団 の 時 代 差 が 明 らか に さ れ 、(一)側 に あ る
縄 文 時 代 の8集 団 と(+)側 に位 置 す る現 代 の10集 団(近 畿 、北 陸 、 沖 縄 ・奄 美 、樺 太 ア
イヌ 、 朝 鮮 。中 国 の男 女)が 遠 く分 離 し、 古 墳 は両 者 の 中 間 に 入 る。 第2次 元(寄 与 率 、









結果の不一致は.多 次元尺度分析の第1、2次 元の累積寄与率の低さ(46.3%)に も表
われてお り、それは比較に用いた形質の数が多いことに起因している。 しかし・形質数
を減 じた以下の比較では、 このような平均形質差の行列 と多次元尺度分析の結果に大 き
な不一致 はみ られないので、平均形質差の行列は表のみをあげ、本文では多次元尺度分
析の結果についてのみ記述する。
2)南 西 諸 島 の 諸 集 団 の 比 較 と位 置 づ け
こ こで の 比 較 の 目的 は 、 南 西 諸 島集 団 内 の 地 域 的変 異 を明 か に し、全 体 の構 成 か らみ
て 細 分 さ れ す ぎ て い る き ら いの あ る南 西 諸 島 の8集 団 の扱 い方 を検 討 す る こ とで あ る。
比 較 は 、 先 島集 団 につ い て 観 察 で きた19項 目(表5>の 形 質 に つ い て 、 近 畿 、 北 陸 の 現
代 人 男 性 お よび 女 性 を加 え た 計12集 団 に つ い て行 な っ た(表9)。
多 次 元 尺 度 分 析 の 第1次 元(寄 与 率 、41.5%)で は 、(+)よ りに あ る先 島 と()側 の
本 州2集 団 、 沖 縄 ・奄 美 とが 分 離 す る。 沖 縄 ・奄 美 の 女 性 は本 州 集 団 と一 致 す る が 、沖
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縄 ・奄 美 の 男 性 は これ らよ り、 さ らに()側 に あ る。 第2次 元(寄 与 率 、23.0%)で 本
州 ・ 沖 縄 。奄 美 は 集 中 して い るが ・ 先 島 集 団 は分 散 して お り、 そ の うち 宮 古 島 の 狩 俣 と
長 墓 が 遠 く離 れ 、西 表 島 の 南 風 見 は そ の 中 間 に あ る(図3)。
この よ うに 、 先 島 の3集 団 は相 互 に と くに近 い と は い えな い が 、西 表 島 の南 風 見 は宮
古 島 の2集 団 の 変 異 の 範 囲 内 に は い るの で 、 宮 古 島 と西 表 島 をわ け る こ と は で き な い。
した が って 、以 下 の 分 析 で は、 先 島 の3集 団 を ひ と ま と め に し、 南 西 諸 島 を沖 縄 ・奄 美
集 団 と先 島 集 団 に 分 け て 使 用 す る 。
3)ア イヌ 諸 集 団 の 比 較
18項 目 の 形 質(表6)を 用 い て 、 ア イヌ の ま と ま りを検 討 す る。 こ の比 較 に は 、樺 太
ア イヌ.北 海 道 ア イヌa、bの 男 性 お よび 女 性 の6集 団 と近 畿 、北 陸 、 東 北 、関 東 を一
括 した 本 州 日本 人 の男 性 お よび 女 性 の 計8集 団 を 用 い る(表10)。
多 次 元 尺 度 分 析 の 第1次 元(寄 与 率 、41.8%)と 第2次 元(寄 与 率 、20.4%)を み る
と(図4)、 第1次 元 で は 、 樺 太 ア イ ヌ の 女 性 を 除 くア イ ヌ は(+)側 に あ り、()側 に
あ る本 州 日本 人 と分 か れ る。 樺 太 ア イ ヌ の 女 性 は本 州 日本 人 側 に くる。 第2次 元 で は 、
北 海 道 ア イ ヌbの 女 性 を除 き、 どの 集 団 も あ ま り離 れ て い な い。
以 上 の 結 果 か ら、北 海 道 ア イヌa、bは 一 括 で き るが 、樺 太 ア イ ヌ は、 男 性 は男 性 同
士 で 、女 性 は女 性 同 士 で く らべ る と、 男 女 とも 北 海 道 ア イ ヌ よ りも 、 本 州 日本 人 よ りに
あ るの で 、 樺 太 ア イ ヌ と北 海 道 ア イ ヌ と は別 に扱 う必 要 が あ り、以 後 の 比 較 に は そ れぞ
れ の男 女 計4集 団 を 使 用 す る。
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4)朝 鮮 、 中 国 、 モ ー コ 、 朝 鮮 ・中 国 集 団 の 比 較
眼窩 上 孔 、 メ トピ ズ ム 、 フ シ ュケ 孔 、舌 下 神 経 管 ・ 二 分 頬 骨 、 頭 頂 切 痕 小 骨 、 後 頭 乳
突 縫 合 小 骨L翼 上 骨 の8形 質 を用 いて 、朝 鮮 ・中 国 、 大 西 の朝 鮮 、 中 国 、 モ ー コの 関 係
を調 べ る。 比 較 集 団 は これ ら4地 域 の 男 女8集 団 と北 海 道 ア イ ヌ、 本 州 日本 人(一 括)、
沖 縄 ・奄 美 の男 女 、計14集 団 で あ る(表11>。
多 次 元 尺 度 分 析 の第1次 元(寄 与 率 、53.2%)で 、 朝 鮮 ・中 国 、 本 州 、 沖 縄 ・奄 美 と
北 海 道 ア イ ヌ 、 朝 鮮 、 中 国 、 モ ー コが 離 れ 、第2次 元(寄 与 率 、26.0%)で 、 北 海 道 ア
イ ヌ が 、 他 と遠 く離 れ るが 、北 海 道 ア イ ヌ に も っ と も近 い の は沖 縄 ・奄 美 の 男 性 で あ る。
した が っ て 、 比 較 した7地 域 集 団 を本 州 、沖 縄 ・奄 美 、 朝 鮮 ・中 国;北 海 道 ア イ ヌ;朝
鮮 、 中 国 、 モ ー コ の3グ ル ー プ に 分 け る こ とが で き る(図5)。
よ り細 か くみ る と、 朝 鮮 、 中 国 、 モ ー コ の男 女6集 団 で は 、 中 国 とモ ー コが 一 団 とな
り、朝 鮮 は第1次 元 で 中 国 、 モ ー コ よ り朝 鮮 ・中 国 、 本 州 日本 人 の 方 に 近 づ いて い る。
ま たv本 州 と沖 縄 。奄 美 で は 、第2次 元 で本 州 の ほ うが 沖 縄 ・奄 美 よ りも朝鮮 ・中 国 、
大 西 の 朝 鮮 、 中 国 、 モ ー コ に近 い 。
以 上 の 結 果 か ら、以 後 の 比 較 に は大 西 の朝 鮮 、 中 国 、 モ ー コ は大 陸 人 と して ま とめ て
用 い るが 、 古 墳 人 との 比 較 に 限 って 、 本 研 究 の 朝 鮮 ・中 国 と とも に大 西 の 朝 鮮 を別 の 集
団 と して 扱 う。
5)現 代本州 日本人集団の比較
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比 較4)で 用 い た と同 じ8項 目の 形 質 を 用 い 、沖 縄 ・奄 美 、北 海 道 ア イヌ 、 お よび 大
陸 人(大 西 の 朝 鮮 、 支 那 、蒙 古 を一 括)の 男 女 と比 較 して 、 本 州4地 域 の男 女8集 団 の
関 係 を 検 討 す る(表12)。
多 次 元 尺 度 分 析 の 第1次 元(寄 与 率 、55.1%)で は 、北 海 道 ア イ ヌ、 大 陸 人.本 州 各
地 が 連 続 的 に な らぶ が 、 本 州 の 中 で は東 日本 の 東 北 、関 東 が北 海 道 ア イ ヌ、 大 陸 人 よ り
に あ り、西 日本 の近 畿 、北 陸 は これ らか ら遠 くに位 置 して い る。 第2次 元(寄 与 率 、21
.3%)で は 、 沖 縄 ・奄 美 男 性 、 北 海 道 ア イ ヌ と大 陸人.東 日本 の 東 北 女 性 、 関東 とが遠
く離 れ 、 近 畿 、 北 陸 、東 北 男 性 、沖 縄 ・奄 美 女 性 は 両 者 の 中 間 に く る(図6)。
以 上 、 本 州 日本 人 の 諸 集 団 は連 続 的 な変 異 を 示 して い るが 、 そ の ま と ま りは強 くな く、
東 日本 と西 日本 の集 団 は や や離 れ て い る。
6)縄 文 人 諸 集 団 の 比 較 と位 置 づ け
ま ず 、30項 目の 形 質(表4)を 用 い て縄 文8集 団(吉 胡 、津 雲 、太 田 の 男 性 お よび 女
性 と男 女 を一 括 した稲 荷 山 、保 美)の 性 差 、 遺 跡 間 の 差 を調 べ 、 つ ぎ に 、8項 目の 形 質
(眼 窩 上 孔 、 メ トピズ ム 、 ラ ム ダ 小 骨 、 フ シ ュ ケ孔 、舌 下 神 経 管 、 頭 頂 切 痕 小 骨 、 翼 上
骨 、 卵 円孔)に よ って.縄 文 、 ア イ ヌ 、 南 西 諸 島 の 集 団 間 関 係 をみ る。 こ の比 較 に は 、
参 考 の た め に現 代 本 州 人(一 括)を 加 え る。
30形 質 に よ る縄 文8集 団 問 の平 均 形 質 差(表13)の 多 次 元 尺 度 分 析 よ って え られ た
第1次 元(寄 与 率 、34.2%)、 第2次 元(寄 与 率 、27.6%)で は(図7)、 渥 美 半 島3
遺 跡 の4集 団 は 互 い に 近 い 。 これ に対 して 、 地 理 的 に近 い 津 雲 と太 田 の男 女4集 団 は 、
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相 互 に 、 また.渥 美 半 島 の4集 団 か らも 遠 い。 男 女 に 分 け た3集 団 の 性 差 は、 吉 胡 で は
小 さ い が 、 津 雲 と太 田 、 特 に太 田 で は大 き い。
太 田 の 大 きな 性 差 は 、 こ の集 団 の 観 察 数 の 少 な い こ と に よ る可 能 性 が あ る。 そ こで 、
太 田 の 男 女 い ず れ か で 観 察 数 が10例 に 達 しな い乳 突 孔 、 鱗 状 縫 合 小 骨 、 口蓋 隆 起 、 ラ ム
ダ小 骨 、 人 字 縫 合 小 骨 ・ 頭 頂 切 痕 小 骨 ・ イ ンカ 骨 一 後 頭 乳 突 縫 合 小骨 、 翼 上骨 、 卵 円孔 、
労 穎 突 起 、 ア ス テ リオ ン小 骨 ・ 棘 孔 、 前 頭 側 頭 連 結 、 翼 棘 孔 、穎 管 を除 い た14形 質 を用
い て 比 較 す る と(表13)、 多 次 元 尺 度 分 析 の 第1次 元(寄 与 率 、39.4%)と 第2次 元
(寄 与 率 、30.7%)で は(図8)、 太 田の 性 差 は や や 小 さ くな り、 太 田の 男 女 の 渥 美 半
島 集 団 か らの 距 離 も や や 縮 ま る。
さ らに 、 太 田 で 性 差 が い ち じる し く大 き い外 耳 道 骨 腫 を除 外 した13形 質 に よ る比 較 を 、
稲 荷 山 も 男 女 に分 け9集 団 に つ い て行 な う(表14)。 多 次 元 尺 度 分 析 の 第1、2次 元
(図9>を み る と、 第1次 元(寄 与 率 、37.2%)で は 、各 遺 跡 の 男 女 は互 い に近 くに
位 置 し・ 遺 跡 間 の 交 差 が み られ な くな り、 渥 美 半 島 の5集 団 と太 田 は(+)よ りに、 津 雲
は(一)よ りに あ るの で 、 この 次 元 に よ って 遺 跡 問 の差 が 示 さ れ る。 第2次 元(寄 与 率 、
30.3%)で は 、 男 女 に分 け た す べ て の 遺 跡 で 、 男 性 が(+)よ りに 、女 性 が()よ りに位
置 して い るの で 、 この 次 元 は 性 差 に 関 係 して い る と見 られ る 。
つ ぎ に 、 保 美 を の ぞ く縄 文4遺 跡 を 一 括 した縄 文 の 男 女 、南 西 諸 島4(沖 縄 ・=奄美 と
先 島 の 男 、 女)、 ア イ ヌ4(樺 太 ア イヌ と北 海 道 ア イ ヌの 男 、女)、 本 州 日本 人2の 計
i2集 団 の 比 較 を8形 質 に つ いて 行 な う(表15)。 多 次 元 尺 度 分 析 で え られ た第1次 元
(寄 与 率 、43。3%)と 第2次 元(寄 与 率 、30.8%)を み る と(図10>、 第1次 元 で は、
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北 海 道 ア イヌ と縄 文 が(+)側 に ・ 本 州 日本 人 、 沖 縄 ・奄 美 、 先 島 が(一)側 に 位 置 し、樺
太 ア イ ヌ は 、 男 性 は北 海 道 ア イヌ 、 縄 文 と とも に(+)側 に 、 女 性 は本 州 日本 人 、沖 縄 ・
奄 美 、 先 島 と と も に()側 に くる。 第2次 元 で は、 ア イ ヌ 、 沖 縄 ・奄 美 男 性 、 先 島 が(
)側 に 、 縄 文 、 本 州 日本 人 、 沖 縄 ・奄 美 女 性 が(+)側 に く る。
7>西 日本 古 墳 集 団 と本 州4地 域8集 団 の 比 較
現 代 本 州 日本 人 の 地 方 差 の な か で 、 西 日本 古 墳 人 の 占 め る位 置 を 明 か に す るた め に 、
18形 質(表6)を 用 い て 、 近 畿 、 北 陸 、 東 北 、 関東 の 男 女8集 団 と西 日本 古 墳 人 の男 女
2集 団 を 比 較 す る(表16)。
多 次 元 尺 度 分 析 の 第1、2次 元 の うち 、 寄 与 率 の 高 い第1次 元(寄 与 率 、38.7%)で
は 、 西 日本 古 墳 人 は 近 畿 人 に 近 い。 第2次 元(寄 与 率 、28.0%)で は 、現 代 本 州 日本 人
は 西 日本 古 墳 人 か ら、 や や離 れ て 連 続 的 に 並 ぶ が 、 そ の な か で は 、関 東 男 性 と東 北 女 性
が 西 日本 古 墳 人 に近 い。 た だ しL東 北 女 性 は 第1次 元 で は 、西 日本 古 墳 人 か ら も っ と も
遠 い 所 に あ る(図11>。
8)西 日本 古 墳 人 集 団 の 位 置 づ け
現 代 日本 人 、 南 西 諸 島 人 、 ア イヌ 、 大 陸 人.縄 文 時 代 人 と の比 較 で 、 西 日本 古 墳 時 代
人 の 占 め る位 置 を 明 らか に す る た め に 、8項 目 の形 質(眼 窩 上 孔 、 メ トピズ ム 、 フ シ ュ
ケ 孔 、舌 下 神 経 管 、 二 分 頬 骨 、 頭 頂 切 痕 骨 ・ 後 頭 乳 突 縫 合 小 骨 ・翼 上 骨)を 用 いて 西 日
本 古 墳 、縄 文.本 州 、 沖 縄 ・奄 美 、 北 海 道 ア イ ヌ 、朝 鮮 ・中 国 、大 西 の朝 鮮 の 男 女 、計
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14集 団 を比 較 す る(表17、 図12)。 多 次 元 尺 度 分 析 の 第1次 元(寄 与 率 、50.0%)
で は 、 北 海 道 ア イ ヌ ・縄 文 が(一)側 に 、本 州 日本 人 、 沖 縄 ・奄 美 、朝 鮮 ・中 国 が(+)側
に あ り、 西 日本 古 墳 は 、 大 西 の朝 鮮 と と も に 、 そ の 中 間 に 位 置 して い る が 、西 日本 古 墳
人 と本 州 日本 人 と の差 は 小 さ い 。 第2次 元(寄 与 率 、18.2%)で は 、西 日本 古 墳 は大 西
の 朝 鮮 と と も に()側 に あ り、本 州 日本 人 、朝 鮮 ・中 国 、北 海 道 ア イ ヌ は 、 そ れ と(+)
側 に あ る沖 縄 。奄 美 の 問 に入 る 。 縄 文 は 、男 女 が 離 れ 、男 性 は(一)側 に 、女 性 は(+)側
に 分 か れ る。 第1、 第2次 元 の位 置 か ら、 西 日本 古 墳 人 は大 西 の 朝 鮮 人 に、 つ い で朝 鮮
・中 国 、 本 州 日本 人 に近 い。 平 均 形 質 差(表17>で も、西 日本 古 墳 時 代 人 は 、大 西 の
朝 鮮 に も っ と も 近 く、次 いで 本 州 日本 人 、朝 鮮 ・中 国 に近 い とい う結 果 が え られ て い る。
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考察
30形 質 を用 い た集 団比 較 で 、縄 文 時 代 人 、 古 墳 時 代 人 、 現 代 人 の 問 の 時代 的 な差 が 明
らか に な っ た の で 、 まず 日本 列 島 に お け る現 代 人 の 地 域 差 、 つ いで 時 代 的 変 異 に つ い て
考 察 す る。
南 西 諸 島人 は 、 ア イヌ と と も に 、 本 州 人 集 団 と は明 らか に異 質 な 集 団 と して古 くか ら
注 目 さ れ て き た(池 田 、1978)。 しか し、頭 蓋 の 非 計 測 形 質 か らみ れ ば 、 南 西 諸 島 人 は 、
縄 文 人 や 北 海 道 ア イ ヌ に く らべ 、 明 らか に本 州 日本 人 に近 い 。 これ は 、琉 球 諸 島 人 は 日
本 人 の 一 地 方 型 で あ る とい う生 体 計 測 や 頭 蓋 計 測 の 結 果(須 田 、1950;池 田、1974;Ta
gayaandlkeda、1976)と一 致 す る。 しか し、近 畿 、 北 陸 の 本 州 人 集 団 との 距 離 は 、沖
縄 ・奄 美 の 女 性 以 外 で は 、 か な り大 き く、 南 西 諸 島 内 の 変 異 も小 さ くな い 。 と くに 、 沖
縄 ・奄 美 と先 島3集 団 の差 は 、 両 者 の 問 に近 畿 、北 陸 の 本 州 人 集 団 を 挟 み 込 む ほ ど大 き
い 。 こ の 関 係 は ス ミ ス の距 離 を使 用 して も 解 消 さ れ な い の で 、 こ の南 西 諸 島人 の変 異 の
大 き さ は 、資 料 数 が 少 な い こ と だ け で は 説 明 で き な い 。
先 島 内 の 変 異 も ま た大 きい が 、 西 表 島 の 南 風 見 は宮 古 島 の 狩 俣 、 長 墓 の 問 に入 るの で 、
宮 古 と西 表 は分 離 で きな い 。生 体 計 測(内 藤 、1973)や 遺 伝 的 多 型 形 質(尾 本 ・他 、19
76)で 指 摘 され て い る宮 古 島 の 南 西 諸 島集 団 内 で の 特 異 性 は 確 か め られ な か った 。 以 上 、
南 西 諸 島 の 集 団 は 、 大 き く沖 縄 ・奄 美 と先 島 に分 か れ 、沖 縄 ・奄 美 は本 州 日本 人 と大 差
な い が 、 先 島 と本 州 日本 人 お よび 沖 縄 ・奄 美 との 距 離 は小 さ くな い。 同様 の結 果 は 、頭





ン ドネシア系種族(金 関、1976)、 南部中国人などとの類縁が示唆されるが、頭蓋の非
計測形質か らはこの問題を検討することはできない。
南西諸島人 とアイヌの間にしば しば指摘 される類似は、非計測形質では認められない。
とくに沖縄 ・奄美は北海道アイヌか ら遠い。先島については、先島とアイヌの類似が図
10か ら、かすかに読み取れるが、アイヌに くらべれば本州、沖縄 ・奄美のほうが先島
集団に近いので、と くに強調すべき類似 とは考えられない。
つぎに、アイヌは全体として、南西諸島人以上に本州 日本人か ら遠 く、アイヌのなか
では、北海道アイヌと樺太アイヌの差が明らかである。この北海道アイヌと樺太アイヌ










道 ア イ ヌ とで 比 較 す る と、 メ トピズ ム 、 ラ ム ダ 小 骨 、翼 上 骨 、 頭 頂 切痕 小 骨 な どの 縫 合
に 関 す る形 質 や フ シ ュケ孔 の 頻 度 が 近 畿 人 に く らぺ て 低 い こ と 、二 分 舌 下 神経 管 、 労 穎
突 起 、 卵 円孔 の 頻 度 が 近 畿 人 よ り高 い こ とな ど 、樺 太 ア イ ヌ と北 海 道 ア イヌ は一 致 して
い る点 が 多 い。 百 々(Dodo、1974)は 北 海 道 ア イ ヌ と本 州 和 人 を比 較 して 、 ア イヌ に は
一 貢 して骨 形 成 過 剰 的 形 質 が 多 く、 骨 形 成 不 全 的形 質 が 少 な い こ とを指 摘 して い るが 、
この 傾 向 は樺 太 ア イ ヌ に も あ る程 度 、 認 め られ る。
多 変 量 に よ る比 較 で樺 太 ア イ ヌ が 北 海 道 ア イヌ よ りも本 州 日本 人 に 近 くな る理 由の ひ
とつ は 、 上 記 の 樺 太 ア イ ヌ と北 海 道 ア イ ヌ で 同 じ傾 向 を示 す 形 質 の うち 、 フ シ ュケ 孔 な
ど の頻 度 が 樺 太 ア イヌ で は北 海 道 ア イ ヌ ほ ど近 畿 人 か らち が って いな い こ と だ と考 え ら
れ る。 しか し、 樺 太 ア イ ヌ と北 海 道 ア イヌ で 同 じ傾 向 を 示 す 形 質 に は メ トピズ ム な ど、
逆 に 樺 太 ア イ ヌ の ほ うが 北 海 道 ア イ ヌ よ り近 畿 人 か ら離 れ て い る形 質 も含 まれ て い るの
で 、 そ の 影 響 は 、 む し ろ小 さ い。 よ り大 きな 影 響 を及 ぼ して い る の は 、樺 太 ア イヌ が 、
近 畿 人 以 上 に北 海 道 ア イ ヌ と異 な る眼 窩 上 孔 、 眼 窩 上 神 経 溝 、 内 口蓋 管 、翼 棘 孔 、 穎管
の 頻 度 で あ るが 、 これ ら5形 質 の うち 、 内 口蓋 管 ・ 翼 棘 孔 、穎 管 の集 団 問 変 異 は小 さ い
の で 、 眼 窩 上 孔 と 眼窩 上 神 経 溝 の 頻 度 が 高 い こ とが 関 係 して い る。
眼窩 上 孔 と眼 窩 上 神 経 溝 の 出 現 に は 、北 海 道 ア イ ヌ 、本 州 日本 人 な ど個 々の 集 団 内 で
有 意 な 相 関 の あ る こ とが 指 摘 され て い る(Yamaguchie七a1.、1973;Dodo、1975;Mour
i、1976)。Di×on(1904)はこ の2形 質.特 に後 者 の 出現 は前 頭 骨 と眼窩 上 神 経 の 枝
の 大 き さ の 不 一 致 に よ るも の で あ り、 脳 頭 蓋 が 膨 張 す る と き、 系 統 発 生 上 よ り保 守 的 な
神 経 が そ れ に対 応 で きず 溝 や 孔 を頭 蓋 の 表 面 に残 す と説 明 して い る。 これ に したが え ば.
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樺 太 ア イ ヌ は 、 北 海 道 ア イ ヌ に比 べ 眼 窩 上 神 経 が 相 対 的 に 短 い た め に 、 眼 窩 上 孔 と眼 窩
上 神 経 溝 の 出 現 が 多 い こ とに な る。 ま た 、 山 口 ・他(Yamaguchietal.、1973)は北 海
道 ア イヌ に眼 窩 上 神 経 溝 が 少 な い の は 、 彼 らの 表 情 が豊 か で あ る た め で は な い か と述 べ
て い る が 、 そ うだ と す れ ば.樺 太 ア イ ヌ に 眼窩 上 神 経 溝 が 多 いの は 、彼 らが本 州 日本 人
な ど通 常 の モ ン ゴ ロ イ ドと同 様 、北 海 道 ア イヌ ほ ど表 情 が 豊 か で な い た め だ と説 明 され
る。 これ らの 仮 説 の 当否 は 別 と して 、 注 目さ れ るの は 、本 研 究 の 朝 鮮 ・中 国 だ け で な く、
眼 窩 上 孔 の 頻 度 が 実 際 よ りや や 少 な め に推 定 さ れ て い る大 西 の 朝 鮮 、 中 国 、 モ ー コ で も 、
眼 窩 上 孔 の 頻 度 が 高 い こ とで あ る。 ま た 、 眼窩 上 神 経 溝 の頻 度 は 、大 西 の朝 鮮 、 中 国 、
モ ー コ に つ い て は 明 らか に され て い な い が 、本 研 究 に用 い た 朝鮮 ・中 国 で は か な り高 い 。
頭 蓋 の 非 計 測 形 質 のバ ター ン と地 理 的 分 布 を考 え合 わ せ る と、 樺 太 ア イヌ と本 州 日本
人 の類 似 は 、 両 者 の 混 血 と い った 直 接 的 な交 渉 に よ るの で は な く、 と も に大 陸人 の影 響
を受 け た こ とに よ る 間 接 的 な 類 似 で あ る可 能 性 が 考 え られ る。 児 玉(1973)は ア イヌ の
体 質 変 化 の原 因 を 、 ア イ ヌ と 隣接 種 族 と の混 血 に 求 め 、 北 海 道 ア イ ヌ は 日本 人 と、樺 太
ア イ ヌ はオ ロ ッ コ、 ギ リヤ ー ク と混 血 した が 、 数 の 少 な い樺 太 ア イ ヌ は北 海 道 ア イヌ 以
上 に著 明 な体 質 変 化 を 受 け た と して い る 。 これ に した が え ば 、 樺 太 ア イ ヌ は 眼窩 上 孔 と
眼 窩 上 神 経 溝 の 出 現 が 多 い隣 接 種 族 と混 血 した ため に 、 ア イヌ の 特 徴 を多 く残 しつ つ も、
本 州 日本 人 と の 距 離 を 減 じた と説 明 で き る。
い ず れ に して も 、現 代 人 の な か で 、 北 海 道 ア イ ヌ は南 の本 州 日本 人 、東 の大 陸 人 と遠
く離 れ 、 北 の 樺 太 ア イ ヌ と も そ れ ほ ど近 くな い。 一 方 ・樺 太 ア イ ヌ は北 海 道 ア イヌ ほ ど
大 き く他 の 現 代 人 集 団 か ら離 れ て いな い 。古 人 骨 も含 め る と・ 北 海 道 ア イヌ に 類 似 を し
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め す 唯 一 の集 団 は縄 文 人 で あ る。 こ の北 海 道 ア イヌ と縄 文 人 の類 似 は 、 近 年 の 頭 蓋 計 測
学 的 研 究 、 た と え ば 、八 雲 ア イヌ を使 った 多 賀 谷 ・池 田(Tagayaandlkeda、1976)、
主 と して 小 金 井 の 北 海 道 ア イヌ 資 料 を使 っ た埴 原(1984)に よ って も確 か め られ て い る。
樺 太 ア イ ヌ は北 海 道 ア イ ヌ ほ ど縄 文 人 に類 似 しな い が 、 これ に 関連 して想 起 され るの
は 、 清 野 謙 次 の ア イ ヌ説 批 判 で あ る 。 清 野 ・宮 本(1926)は 頭 蓋 の主 要 な 示 数 、 角 度 の
変 差 幅 を距 離 尺 度 に 用 いて 、現 代 日本 人 と北 海 道 ア イ ヌの 距 離 が津 雲 人 と北 海 道 ア イ ヌ
の 距 離 よ りも小 さ い こ と を根 拠 に 、 当 時 、 優 勢 で あ っ た ア イ ヌ説 を 批 判 し た。 彼 らは 、
小 金 井 の 北 海 道 ア イ ヌ を比 較 に用 い た が 、(樺 太.千 島 の ア イヌ を北 海 道 ア イ ヌ よ りも
典 型 的 と 考 え て い た清 野 は)そ の 後 、 現 代 日本 人 に よ り近 い樺 太 ア イ ヌ人 骨 の 研 究 結 果
(平 井 、1927)に 基 づ い て 、 自説 を さ ら に補 強 した(清 野 、1949)。
つ ぎ に 、 朝 鮮 半 島 お よび 東 北 ア ジ ア大 陸 の モ ン ゴ ロ イ ド集 団 と して 、 大 西 の 朝 鮮 人 、
中 国 人 、 モ ー コ人 お よび 本 研 究 の 朝 鮮 ・中 国 人 を検 討 す る。 大 西 の3集 団 は 一 つ の グ ル ー
プ を形 成 す る が 、 そ の な か で も中 国 とモ ー コ が と くに 近 く、朝 鮮 は これ らか ら、 や や本
州 日本 人 よ りに離 れ て い る。 大 西 の朝 鮮 人 と本 研 究 の 朝 鮮 ・中 国人 は や や 離 れ て い る が 、
本 州 日本 人 集 団 間 の 変 異 と比 較 して 、 驚 くほ ど大 きな 差 で は な い 。 し たが って 、 非 計 測
形 質 か らみ 抱大 陸 人 は比 較 的 相 互 に近 く、 本 州 日本 人 に対 して も 、縄 文人 や 北 海 道 ア イ
ヌ よ りも 近 い 。 な か で も 、 地 理 的 に 日本 列 島 に近 い朝 鮮 人 は 中 国人 、 モ ー コ人 に く らべ 、
本 州 日本 人 に よ り近 い 。
現 代 本 州 日本 人 は 、北 海 道 ア イヌ.沖 縄 。奄 美 ・ 大 陸 人 との 比 較 で は ・北 海 道 ア イ ヌ ・
沖 縄 ・奄 美 男 性 と は遠 く、 沖 縄 ・奄 美 女 性 、大 陸 人 と隣 接 す るゆ るや か な ま と ま りを示
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す 。 日本 人 の な か で も 比 較 的 ・ 同 質 性 が 高 い と さ れ る本 州 日本 人 の 地 域 集 団 間 の 変 異 は
そ れ ほ ど小 さ くな く、 本 州 日本 人 の 変 異 の 端 に朝 鮮 、 中 国 、 モ ー コ を 一 括 した 大 陸 人 集
団 が 隣 接 す る こ と 、朝 鮮 人 は 中 国 人 、 モ ー コ人 に く らべ 本 州 日本 人 よ りに あ る こ とを 考
え合 わ せ る と、 多 数 の 地=域集 団 を使 った 比 較 が可 能 とな っ た場 合 、 日本 人 と朝 鮮 人 の 変
異 領 域 は 、大 き く重 複 す る も の と予 想 さ れ る。
本 州 日本 人 の 地 域 性 に関 して い え ぱ 、 西 日本 と東 日本 の 問 に や や差 が あ る こ とが 示 唆
さ れ て い る が 、 生 体 計 測 で 明 らか に さ れ て い る東 北 ・裏B本 型 と畿 内型 の 差(小 浜 、19
60)や 近 畿 ・東 中 国 お よび 東 海 ・関 東 と、 奥 羽 ・北 陸 の2群 の 問 の比 較 的大 きな 差(池
田 。多 賀 谷 、1980)、 あ る い は 頭 蓋 計 測 で 明 らか に さ れ た近 畿 地 方 人 の特 異 性(埴 原 、
1984)を 確 か め る こ と は で きな か っ た 。 これ は 、本 研 究 の 近 畿 人 資 料 の約 半 数 を しめ る
京 都 府 出 身 者(Mouri、1976)が、 頭 蓋 計 測 値 で も大 阪 な どの 近 畿 地 方 人 と は や や異 な
る こ と(Haniharaetal.、1982)に関 係 が あ る か も しれ な い。
単 変 量 に よ る比 較 で 、 北 陸 と沖 縄 ・奄 美 の 間 に か な りの 類 似 が 認 め られ た。 三 宅(19
40)は 「古 式 体 質 は 、 南 島 等 の如 く、 又 山 間 僻 地 の 如 く、 地 理 的 に他 地 方 と の混 血 少 く、
濃 度 の 血 族 結 婚 の 続 い て 来 た地=域の 住 民 に共 通 的 に見 られ る所 で あ る。 南 島住 民 が青 森
県 、北 陸 地 方 住 民 と似 る所 以 は此 処 に あ る と思 って い る。 」 と述 べ 、 島騨 、 山 間部 等 に
み られ る生 体 計 測 上 の 特 徴 を石 器 時 代 人 の 体 質 的 特 徴 の遺 残 に よ って 説 明 しよ う と試 み
て い る。 と こ ろが 、非 計 測 形 質 に み られ る北 陸 と沖 縄 ・奄 美 の 類 似 は 、三 宅 の い う古 式
体 質 で は 説 明 で きな い 。 な ぜ な らば 、北 陸 、 沖 縄 ・奄 美 は と も に近 畿 に く らべ縄 文 か ら
も(図2)、 古 墳 か らも(図11、12>わ ず か で は あ るが よ り遠 い か らで あ る。
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の距離 も大 きく、渥美半島縄文人のあつ まりの周辺に広 く分散する結果をえた。しかし、
この比較では、太田の性差が異常に大きいことなど不自然さが目立つので、まず観察数
の少ない16形 質 を、ついで太田の男性のみに多発する外耳道骨腫 を除外 して比較を繰 り
返す と、太田の性差が目立たな くなると同時に、各遺跡の男女がきれいに分離 した。こ
れをみると、第1次 元は遺跡問の差を、第2次 元は性差を表わしてきれいに分離 してい
るが、両者の寄与率に大差がな く、縄文人の性差は現代人以上に大 きかったのではない
かと考えられる.ま た渥美半島の集団は太田とともにまとまり、地理的に近接する津雲
と太 田は近 くない。これは、太田の年代が中期ないし前期 に比定されているので時代差
の可能性もあるが、津雲が縄文集団の中でも特異な存在であるとも考えられる。
津雲の特異性は計測によっても明 らかにされている。たとえば.山 口(Yamaguchi、
1982)は 男性頭蓋計測値22項 目に基づ くベンローズ形態距離によって、津雲、吉胡、関
東の縄文人 と畿内、北陸、東北の現代日本人の6集 団を比較 し、縄文人3集 団の中では
吉胡 と関東が近 く、北陸をのぞ く畿内、東北の現代日本人に対 しては津雲より吉胡、関
東の縄文人が近いことをみいだしている。津雲が吉胡 にくらべ、アイヌ.現 代日本人の
双方か ら遠 いことは清野(1949)も 指摘 している。
縄文人 と現代入諸集団 との関係をみると、頭蓋の非計測形質に基づ く限 り、メ トピズ
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ム 、 ラ ム ダ骨 な ど の縫 合 に関 す る形 質 で は 対 照 的 な頻 度 を示 して い る に もか か わ らず 、
ア イ ヌ 、 と くに 北 海 道 ア イ ヌ と縄 文 時 代 人 の 類 似 は否 定 で き な い 。
縄 文 時 代 人 と北 海 道 ア イ ヌの 非 計 測 形 質 の頻 度 を・ 近 畿 人 を基 準 に比 較 す る と、近 畿
人 の 頻 度 が 縄 文 人 と北 海 道 ア イ ヌ の 頻 度 の 問 に入 る形 質 は 、18形 質 の うち 、 わ ず か に メ
トピズ ム 、 下 顎 隆 起 、 後 頭 乳 突 縫 合 小 骨 、 内 口蓋 管 、 翼 棘 孔 の5形 質 にす ぎず 、 この う
ち 後 頭 乳 突 縫 合 小 骨,内 口蓋 管 、 翼 棘 孔 の3形 質 は も と も と集 団 問変 異 が 小 さ く、 下 顎
隆 起 に つ い て は 、判 定 基 準 の観 察 者 に よ る不 一 致 も疑 わ れ るの で 、 縄 文 人 は樺 太 ア イ ヌ
以 上 に 、 北 海 道 ア イ ヌ に 類 似 して い る と い って よ い。 た とえ ば 、縄 文 人 の特 徴 と して指
摘 され て い る 眼 窩 上 孔 の 出 現 頻 度 が 低 い こ と(島 ・寺 門 、1965;目 黒 、1972、1977)は
北 海 道 ア イ ヌ に も 認 め られ る特 徴 で あ る 。 しか し、 縫 合 に関 す る形 質 で は メ トピズ ム 、
後 頭 乳 突 縫 合 小 骨 の ほ か に 、 北 海 道 ア イ ヌ に妹 ほ とん ど出 現 しな い ラ ム ダ 小 骨 が 縄文 人
に は5%前 後 出 現 す るな ど、 一 致 しな い形 質 も あ る。 ア イ ヌ と縄 文 時代 人 の頭 蓋 縫 合 の
鋸 歯 が 複 雑 で な い こ と は小 金 井(1924)以 来 、 周 知 の事 実 で あ る。 縫 合 の鋸 歯 が単 純 な
北 海 道 ア イ ヌ に 、 縫 合 に関 す る変 異 が 出現 し に くい こ と は 、 理 解 しや す い が 、縫 合 の鋸
歯 が 単 純 で あ りな が ら、縫 合 に 関 す る変 異 が多 発 す る縄 文 人 の場 合 は 解 釈 が む ず か しい。
ア イ ヌ と縄 文 人 との 類 似 は 小 金 井 以 来 、 近 年 に至 る ま で多 数 の 研 究 結 果 か ら支 持 され
て い る。 た と え ば近 年 で は 、 百 々(1983)は 頭 蓋 の非 計 測 形 質 に基 づ い て 東 日本 縄 文 人
と北 海 道 ア イヌ の 間 の 強 い類 似 を指 摘 し、 「ア イ ヌ の成 立 を考 え る 際 に は 、縄 文 人 を 無
視 す る こ と が で きな い 」 と結 論 して い る 。 また 、 山 口(1973、1981;Yamaguchi、1982
)は 頭 蓋 計 測 値 に 基 づ い て 同 様 の結 論 を述 べ て い る し、埴 原(1984)も 「ア イ ヌ は 渡 来
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者 、 つ ま り北 方 ア ジ ア人 の 影 響 を ほ とん ど受 け ず に 小 進 化 した 集 団 で あ る1と 結 論 して
い る。
最 後 に 、 古 墳 時 代 人 に つ い て 考 察 す る。 日本 人 の 成 立 を考 え る うえ で 、 と くに焦 点 を
あ て られ き た の は 弥 生 時 代 人 と古 墳 時 代 人 で あ った(池 田 、1973、1981、1982)。 本 研
究 の30形 質 に よ る比 較 の 第1次 元 で 、 西 日本 古 墳 人 は 縄 文 標 本 の ク ラス ター と現 代 本 州
日本 人 標 本 の ク ラ ス タ ー の 中 間 、 や や 現 代 日本 人 よ りに位 置 して い る。
ア イヌ 説 を検 証 す る た め に は古 墳 人 骨 の 研 究 が重 要 で あ る こ とを強 調 した 清 野(1938
)は 、城(1938a、b)が 、 古 墳 時代 日本 人 、津 雲 貝 塚 人 、畿 内 日本 人.樺 太 ア イ ヌ 、
朝 鮮 人 の 頭 蓋 計 測 値 を比 較 して 得 た 、津 雲 貝=塚人 は朝 鮮 人 、樺 太 ア イヌ 、 畿 内 日本 人 か
ら は遠 い が 、 古 墳 時 代 日本 人 は津 雲 貝 塚 人.畿 内 日本 人(お よび 朝 鮮 人)の 両 方 に 近 い
と い う結 果 に基 づ き 、 日 本 石 器 時 代 人 は ア イ ヌ説 の 説 くよ う に朝 鮮 半 島経 由 の 大 陸 系 人
種 に よ って 駆 逐 され た の で は な く、彼 ら との 混 血 を 通 して 古 墳 時 代 日本 人 、 ひ いて は 現
代 日本 人 の 成 立 に関 与 した と結 論 した 。
清 野 が 、 い わ ゆ る原 日 本 人 説 の 論 拠 と して重 視 した 、 石 器 時 代 人 と現 代 日本 人 の 中 間
的 な 位 置 を 占 め る と い う 、 古 墳 人 の位 置 づ け は 、城(1938a>以 後 の古 墳 人 頭 蓋 骨 の 計
測 的 研 究(Suzuki、1969;島 ・寺 門 、1957;森 沢.1976;池 田 、1983)で も確 認 され て
い る。 た と えば 、池 田(1983)は 、東 中 国 ・西 近 畿(兵 庫 、岡 山 、鳥 取 、 広 島)、 島 根
(以 上 の2集 団 は 、池 田 、1983)、 近 畿(島 ・寺 門 、1957)、 西 日本(城 、1938a>、
西 日本(森 沢 、1976)、 東 日本(森 沢 、1976)、 関東(suzuki、1969)の7集団 の 古 墳
人 と近 畿 現 代 人 、 津 雲 縄 文 人 を 比 較 し、 古 墳 時 代 に お いて 、 す で に 地 域 差 が あ る こ と を
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指摘す るとともに、7集 団の古墳人が、いずれも津雲縄文人 と近畿現代人の中間にくる
ことを明らかにしている。
30形 質 による比較でも、た しかに西 日本古墳人は、縄文人 と現代本州日本人の中間、
現代日本人よりに位置 した。 しか し、単変量による比較では、西 日本古墳時代人が、現
代近畿人と縄文時代人の中間の頻度を示す形質は、30形 質のうち、縫合外乳突孔、下顎
隆起、頭頂切痕小骨、インカ骨、後頭乳突縫合小骨、翼上骨一外耳道骨腫、アステ リオ
ン小骨、内口蓋管、棘孔の10項 目にすぎず、30形 質による多次元尺度分析の第2次 元で
は、古墳人男女が太田男性とともに最も下方に くることなどは、古墳人が、縄文人と現
代 日本人の単純な中間移行型ではないことを示唆 している。さらに、8形 質による、西
日本古墳人、縄文人、本州 日本人、沖縄 ・奄美、北海道アイヌ、朝鮮 ・中国、大西の朝
鮮の比較では、西 日本古墳人は本州 日本人以上に大西の朝鮮に近いことが明らかにされ
た。 しかし、30形 質 を使 った比較では西日本古墳人は朝鮮 ・中国よりも近畿、北陸の現
代日本人に近いので、形質数の少なさや観察者間の誤差などを考慮すると、8形 質によ






関東 ・東北南部の古墳人を、縄文人、現代 日本人・華北人・朝鮮人と比較 してえた.東
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日本 古 墳 人 は朝 鮮 人 に も っ と も近 い と い う結 果 か ら、大 陸 か ら受 け た 遺 伝 的影 響 が 東 日
本 に ま で 波 及 して い た と示 唆 して い る。
頭 蓋 の 非 計 測 形 質 で は 、 西 日本 古 墳 人 の み な らず 東 日本 古 墳 人 に も 、 現 代 朝 鮮 人 との
いち じ る しい類 似 が 認 め られ るが 、 一 方 、頭 蓋 計 測 値 で は.畿 内(寺 門 、1981)、 北 豊
前 ・筑 前 な ど北 九 州 の 一 部(永 井 、1981、1985)を 除 く古 墳 人 は 、 と くに 現 代 朝 鮮 人 に
類 似 して い る と は い え ず 、 長 頭 、 低 顔 に か たむ く関東 古 墳 人(Suzuki、1969)な ど は、
縄 文 人 的 特 徴 を強 くと どめ て い る と さ れ て い る 。
こ の よ うに 古 墳 時 代 人 と現 代 朝 鮮 人 との 関 係 に つ いて 頭 蓋 の非 計 測 形 質 と計 測 値 に よ
る結 果 に大 きな 相 違 の あ る こ と が 明 か にな った の で 、 非 計 測 形 質 と計 測 値 の 集 団 比 較 に
お け る有 効 性 を検 討 す る必 要 が あ る。
BerryandBerry(1967)は、非 計 測 形 質 を きわ め て 高 く評 価 し たが 、 これ に対 して
は 批 判 が 多 く、 た と え ば 、Rosing(1984)は 、材 料 の 裏 付 け の な い独 善 的 な 遺 伝 性 の 言
明 、 特 徴 問 ・動 物 種 問 の 差 の 無 視 、 他 の形 質 複 合 に対 す る、 十 分 な 知 識 を か く批 判 、 同
一 の 結 果 に対 す る異 な っ た、 あ る い は矛 盾 した 解 釈 な ど の 欠 陥 を 列 挙 し、BerryandB
erryの 研 究 を 、 非 科 学 的 で あ る と まで 断 言 し た。Rightmire(1972)、Zegura(1974)
は 非 計 測 形 質 と計 測 形 質 を併 用 して 、 集 団 比 較 を行 な い 、 計 測 値 に よ る結 果 の ほ うが 言
語 の 類 縁 関 係 や 歴 史 的 知 識 に よ りよ く一 致 して い る と い う結 論 を下 した 。 また 、Broth
we11(1972)は 、比 較 す る集 団 の 規 模 と い う観 点 か ら、 大 人 種 間 の 比 較 に は非 計 測 形 質
は適 さ な い と述 べ 、Finnegan(1972)も 疎 遠 な集 団 の 比 較 は非 計 測 形 質 で は不 可 能 で は
な い か と示 唆 して い る。 グ リー ン ラ ン ド ・エ ス キ モ ー の 分 化 を調 べ たLaughlinandJor
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gensen(1956)の 研 究 で は 非 計 測 形 質 と計 測 値 の 結 果 が よ く一 致 して い る が 、 こ れ に対
して 、Howells(1976)は、グ リー ン ラ ン ド ・エ ス キ モ ー の 分 化 の 程 度 が 、 せ い ぜ い村
落 問 の分 化 の程 度 に比 ぺ られ る ほ ど低 い た め で は な い か と疑 念 を呈 して い る。 一 方LO
ssenberg(1976、1977)は彼 女 の 使 用 した形 質 に限 定 し た上 で で は あ るが 、 非 計 測 形 質
の 有 用 性 を繰 り返 し述 べ て い る 。
こ れ らの 経 験 的 な 非 計 測 形 質 と計 測 形 質 の 比 較 と は別 に 、 最 近.Sjovold(1984)は
オ ー ス トリア の ハ ル シ ュ タ ッ ト村 の 血 縁 関 係 の 明 か な頭 蓋 で 非 計 測 形 質 と計 測 形 質 の 遺
伝 率 を 推 定 し、 両 種 の 形 質 と も遺 伝 率 の 高 い形 質 と 、低 い 形 質 を含 み 、非 計 測 形 質 か 計
測 形 質 か と い う こ と の み で は遺 伝 率 の 高低 は 論 じ られ な い と結 論 して い る。
以 上 の よ うに 、 数 の う えで は計 測 値 を よ り高 く評 価 す る研 究 が 優 位 で あ るが 、 これ ら
の 議 論 は 、BerryandBerry(1967)の性 急 な 非 計 測 形 質 優 位 の 主 張 にひ き ず られ て 、
対 立 感 情 が表 面 に出 す ぎ て い る よ う に思 わ れ る。Ossenberg(1976、1977)やSjovold
(1984)が 主 張 す る よ うに 、 非 計 測 形 質 と計 測 形 質 を そ れぞ れ ひ と ま とめ に して.そ の
優 劣 は 論 じ られ な い は ず で あ り、集 団 比 較 に お い て 非 計 測 形 質 と計 測 値 に よ る結 果 に く
い ち が いが 生 じた 場 合 、 そ れ を 直 ち に 両 者 の優 劣 に 結 び つ け る議 論 は生 産 的 とは い え な
い。 こ こで 問題 に して い る、 古 墳 人 の 位 置 づ け に つ い て も 、 む しろそ の不 一 致 を矛 盾 な
く説 明 で き る 仮 説 を求 め るべ き で あ ろ う。
た とえ ば 、Brothwe11(1972)、Finnegan(1972)、Howells(1976)らが 、非 計 測
形 質 と計 測 値 を 比 較 し、 非 計 測 形 質 は集 団 問 の 小 さな 分 化 を 、 計 測 値 は よ り大 きな分 化
を 明 らか に す る の に適 して い る と して い る こ とや ・Gruneberg(1955)がマ ウ ス で メジ
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ヤー ・ジーンの有無が非計測形質の頻度にしば しば有意な影響を与 えることを明 らかに
していることから判断すると、集団の体質変化は非計測形質では急速で、計測値では緩
慢であ り、非計測形質は計測値に くらべ、より不安定で、遺伝子の浸透、拡散に対 して
より敏感であると考えられる。 この体質変化の時間的遅速が古墳時代に起きていたとす
れば、非計測形質の変化は急速に東日本にまで波及 していたのに対 して、より安定 した
形質である頭蓋計測値の変化は、畿内 と北豊前 ・筑前など北九州の一部に しか現われて
いなかったと解釈することができる。金関(1976、p.95)は 、関東古墳人の身長増加が、
急激な衝突性の混血ではな く、緩慢な浸透性の混血によって引 き起 こされた可能性を示









早急 に検討 しなければな らない問題がいくつかある。なかでも、頭蓋の計測値において、
渡来系 と見 られている北九州 ・山口地方の弥生人や北豊前 ・筑前の古墳人の非計測形質
の調査はとくに重要であるが、最近.中 橋 ・他(1985)に よって、福岡市金隈遺跡出土
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の 弥 生 時 代 人 骨 に つ い て14項 目 の非 計 測 形 質 の 頻 度 が報 告 され た 。
この 金 隈 弥 生 人 を 眼窩 上 孔 、 メ トピ ズ ム 、 フ シ ュ ケ孔 、 舌 下 神 経 管 、 頬 骨 後 裂 、 頭 頂
切 痕 小 骨 の頻 度 を用 い て 、 西 日本 古 墳 、縄 文 、本 州 、沖 縄 ・奄 美 、北 海 道 ア イヌ 、 朝 鮮
。中 国 、 大 西 の 朝 鮮 と比 較 す る と、 男 性 で は 、 大 西 の朝 鮮(平 均 形 質 差 、0.06)が も っ
と も 近 く、以 下 、 西 日本 古 墳(0.09)、 朝 鮮 ・中 国(0.11)、 本 州(0.ll)、 北 海 道 ア
イ ヌ(0。12)、 沖 縄 ・奄 美(0.14)と 離れ 、 縄 文(0.16)が も っ と も遠 くな る。 女 性 で
は 、 西 日本 古 墳(0.06)が も っ と も近 く、 沖 縄 ・奄 美(0.10)、 本 州(0.11)、 大 西 の
朝 鮮(0.11)が そ れ に 次 ぎ 、朝 鮮 ・中 国(0.13)、 北 海 道 ア イ ヌ(0.14)、 縄 文(0.18
)、 と くに縄 文 は遠 い 。 縄 文 人 か らみ て も 、 男 女 と も に金 隈 弥 生 人 が も っ とも遠 い 。 比
較 に 使 用 す る性 、 距 離 尺 度(平 均 形 質 差 、 ス ミス の距 離)、 形 質(イ ン カ骨 、 内 口蓋 管
な どの 加 入)に よ って 、 金 隈弥 生 人 に も っ と も近 い集 団 と して は.西 日本 古 墳 人 、朝 鮮
・中 国 、大 西 の 朝 鮮 が 入 れ 替 わ るが 、 も っ と も遠 い集 団 は つ ね に縄 文 人 で あ る。 これ は 、
縄 文 人 で は 眼 窩 上 孔 の 頻 度 が低 く、 縫 合 に 関 す る形 質 の頻 度 が や や 高 い の に対 して 、金
隈弥 生 人 だ け で な く、 西 日本 古 墳 人 、朝 鮮 ・中 国 、大 西 の 朝 鮮 で も あ る程 度 、共 通 に 眼
窩 上 孔 の 頻 度 が 高 く、 縫 合 に 関 す る形 質 の 頻 度 が や や低 い か らで あ る 。
頭 蓋 の 計 測 値 に お いて 、 渡 来 系 と見 られ て い る北 九 州 ・山 口地 方 の弥 生 人 の 位 置 づ け
が 、 金 隈 弥 生 人 の 非 計 測 形 質 に よ って も 、 確 か め られ た の で 、 今 後 、縄 文 人 の特 徴 を 強
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3-296。
大 西 雅 雄 、1941:蒙 古 人 、 支 那 人 及 び 朝 鮮 人 頭 蓋 諸 骨 の 人 類 学 的 研 究 第 一 部.人 類




























島 五 郎 ・ 寺 門 之 隆 、1957:近 畿 地 方 古 墳 時 代 人 頭 蓋 骨 に つ い て.人 類 学 雑 誌 、66:57
-64.
-47一
島 五 郎 ・寺 門 之 隆 、1965:縄 文 人 の 形 質v日 本 の 考 古 学n(縄 文 時 代)、 河 出 書 房














高 宮 廣 衛 、1982:南 島 文 化 概 論 。 加 藤 晋 平 ・他 編 、 縄 文 文 化 の 研 究6続 縄 文 ・南
島 文 化 、 雄 山 閣 、 東 京 、168-179.
寺 門 之 隆 、1981:古 墳 時 代 人 骨 小 片 保 編 、 人 類 学 講 座5日 本 人L雄 山 閣 、 東
京 、iOl-121.





山 口 敏.1973:ア イ ヌ 頭 蓋 計 測 値 の 多 変 量 解 析 。 人 類 学 雑 誌 、81:50-51.
山 口 敏 、1978:日 本 人 の 骨 、 池 田 次 郎 編 、 人 類 学 講 座6日 本 人H、 雄 山 閣 、 東 京 、
143-174。





山口敏、1995:国 家成立前後の日本人 ヨ古墳時代人骨を中心に して一V。 東日本一

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































o 一5 5 ○











































































































一5 5一 畳 含
DI凹 。1(50.0%)
Korea
Honshu◎
Japanese
OKorea_China
o
㊤Jom。n
●OK
orea
?ー
◎Kofun
OKofun
Korea-China
Figure工2。ThefirstandthesecOnddimensiOnsresultingfro再mu二Lti-
dimensiOnalscalinganalysisOnthedistaneematrixamongl4pOpulatiOn
sampユ.esrepresentedintableユ7・
